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A 警告 I まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



ま全のためのを意事頃を守る 


4〜8ページのま意事項をよ<お読み<ださ 
い。製品全般のま意事項び記載されています。 

9ページの「使用上のごま意」ちあわせてお読 
み < ださい。 


定期のに点検ずる 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこ0び 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障した5ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起をた6 


おな音 • においが 
した6、 

煙が出た5 




〇電源を切る 
〇 電源プラグをコン 
セントか6巧く 
〇お質い上げ店また 

I 十、/ —— サー ドマ 

窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/?\危険 I 

この表をのま意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などによ0死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 

この表示のを意事項を守5 
ないと、乂災-感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因とな0ます。 

IA ミ主意 I 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けびをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあ0ます。 

注意を促ず記号 ~ 

/k\ 

乂災 感電指のケガに 

ミち意 

行為を禁止ずる記号 ■ 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

接独禁止 めれ手禁止 

巧說捂 W 奈 記号 

〇 處 

指示 つラグをコン 

セントから巧く 
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A 警旬底 A 

- ■ 火災 感電 


下記のを意事項を守らないと义災 • 
感電により死 t ： や大けび①原因とな 
りまず。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射日光の当たる場所には置 
かない 


上記のよラな場所に置くと、 
火がや感電の原因となること 
びありまず。特に風呂場など 
では絶対に使用しないでくだ 
さし、。 



内部に水や異物び入5ないようにず 
る 

水や異物び入ると火がや感電の原因となりまず。本機 
を水滴のかかる場所に置かないで < ださい。また、本 
機の上に花瓶などの水の入ったをのを置かないでくだ 
さい。 

■►万一、水や異物び入った 
と定は、すぐに本機の電 
源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから 
扳を、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に 
ご相談 < ださい。 


キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 

火災や感電、けびの原因とな 
ることびあじます。 

一内部の点検や修理はお買 
い上げ店またはソニー 
サービス窓□にご依頼く 
ださい。 


火炎源を置かない 

本機の上に、たとえば火のつ 
いた□ーソクなど、火炎源を 
置かないでください。 



0 

禁止 




風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


0 .;-. 巧をかけたり、毛足の長い 

一^ じゆラたんや布団の上または 

**.u UMU 3 壁や家具に密接して置いて通 
の 風孔をふさいだり、キヤビ 

ネットなどの狭い空間に巧し 
込むなど、自然放熱の妨げになるよラなことはしない 
でください。過熱して火災や感電の原因となることび 
あります。 


電源プラグは抜さ差ししやずいコン 
セントにつなぐ 


異常び起さた場合にプラグをコンセントか 
ら扳いて、完全に電源び切れるよラに、電 
源プラグは容易に手の届くコンセントにつ 
ないで<ださい。本機の電源スイッチを 
切っただけでは、完全に電源から切0離せ 
ません。 


〇 

指巧 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま 
す。 

•設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけた0しない。 
•重いちのを載せたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
ない。 

• 移動させるとさは、電源プラ 
グを损く。 

. 電源コードを扳くときは、必 
ずプラグを持って损く。 

■►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼<ださい。 
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雷び鳴りだした5、本機や電源プラ 
グに軸れない 


テレビや接続機器を設置したまま本 
機を動かさない 


感電の原因とな0ます。 



本機を曰本国外で使わない 


交流 100 V の電源で 
お使いください。海 
がなど、異なる電源 
電圧の地域で使用す 
ると、火災-感電の 
原因となりまず。 


〇 

指示 



本機にテレビを載せた：!犬態で、寄り 
かかったりぶ5下び5ない 


本機び転倒したり、 
テレビび落下して、 
大けび、死亡などの 
原因となることがあ 
ります。 


0 


禁止 



移動の際、底面を持たない 


本機を移動する 
際、前面底部を 
持つと滑りやず 
<危険です。図 
のよラに上棚の 
下側をお持ち< 
ださい。 


〇 

指 

上棚 



本機を動かすとき 
は、必ずテレビや接 
続機器をはずして< 
ださい。 

テレビや接続機器を 
載せたまま本機を移 
動させると、バラン 
スを失い本機び倒 
れ、大けびの原因と 
なります。 


テレビと本機の間に電源コードおよ 
び接続ケーブルをはさまないよラに 
ずる 

• 電源コードおよび 
接続ケーブルに傷 
びついて火災や感 
電の原因となりま 
ず。 

• 本機を動かずとき 
は、電源つードお 
よび接続ケーブル 
び本機の下にから 
まないよラにして 
<ださい。 

電源コードおよび接続ケーブルに傷びついて火災 
や感電の原因となります。 



本機の上に乗ったり、棚板の間に 
入って遊ばない 


お子様び本機の上に 
乗ったり、棚板の間 
に入って遊んだりず 
ると、ガラスび割れ 
る、本機び転倒す 
る、テレビび落下す 
るなどの事態び発生 
し、大けびや死亡の 
原因となります。 


0 
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加熱した銅、湯 
沸しなど熱いも 
のを置かない 

ガラス天板び割れた D 
して、けびの原因とな 
ることびあ0ます。ま 
た、本機を傷める原因 
とな0ます。 


0 

禁止 


,^3 


踏み台にしない 

落ちた0、ガラスを 
割った0して、けがの 禁止 
原因とな0ます。 


0 



ガラス天板に強 
い衝撃を与えな 
い 

本機には強化処理を施 
したガラスを天板に使 
巧していますび、絶対 
に割れないわけではお 
りません。割れると、 

破片びけびの原因とな _ 

りまずので下記のこと 
をお守りください。 

•ガラス天板をのいたり、先端の尖ったをのを落とす 
など、強い衝擊を与えないで<ださい。 

• 輪利なちので傷をつけたり、ガラス天板を突いたり 
しないでください。 

• 収納機器を設置ずるとをに、ガラス天板の端面にぶ 
つけないで < ださい。 



ヒビの入ったガラス天板は使わない 

ガラス天板び割れて、けびの原因になることびありま 
す。 


テレビを固定する 

固定しないと、テレビび落下したり、本機 A 

び転倒してけびの原因となることびありま /f\ 
す。この取扱説明書の説明にしたびい、テ 
レビを固定してください。 < ' 


総積載量についてのごま意 

下の図におす質量 ULb のちのを載せないでください。 
指定の質量を超えると、天板や底板び壊れることびあ 
ります。 


50 kg 


、= 

14 kg 

i= 

畢 

ご 

I 


25 kg 

畢 







めれた手で電源プラグにさわ5ない 

感電の原因となることびあ 


ります。 


(D 

めれ手禁止 



ガラス天板は外さない 

内部の部品に触れるなどして、けびの原因 
になることびあ0ます。 を止 


0 


A を思 


下記のを意事項を守らないと I すた 1を 
したり周辺の家貝才に損害を与えたり 
ずることびありまず。 



レさ-手 
を卜と夕に 
-- るス上い 
タタせャのな 
スス載キイか 
ャャに、レ置 

キキ V は卜を 


す 
ま 
〇 
な 
をと 
ス手因 
ャに原 
キ間の 
とのび 
- ィけ 
タレ、 
ストみ 
ヤ I さ 
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大音量で長時間つづけて聞かない 


ちを刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞 
<と、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

—►呼びかけられたら気びつ<<らいの 
宣量で聞をましよラ。 


0 

禁止 


安定した場所に置< 


ぐらついた台の上や傾いた 
所などに置くと、製品び落 l \) 

ちてけびの原因となること 1^==^ 

びあります。また、置き場 术 ■ 

所、取0付け場所の強度ち 
充分に確認して < ださい。 


コード類は正しく配置ずる 

電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機器 
の蕃下や転倒などにより、けがの原因となることび 
あります。充分に注意して接続、配置してくださ 
し)。 



禁止 


移動させるとき、長期間使わないと 
きは、電源プラグを抜く 

長期間使用しないとをはを全のため電源プラグをコ 
ンセントから扳いてください。絶縁冀化、漏電など 
により火災の原因となることびあります。 

處 

つラグをコン 
セントからなく 



お手入れの際、電源プラグを抜く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感 
電の原因となることびあります。 

處を 

つラグをコン 
セントから巧く 



設置上のごま意 

•テレビを取り付けるとをには、手や指をテレビと 
本機の間にはさんで傷つけないよラにご注意くだ 
さい。 

• 直射曰光び当たる場所や、暖房器具のそばに置か 
ないで < ださい。 

• 高温を湿の場所や屋外に置かないで<ださい。 

.特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などび塗られ 
ている巧に本機を置くと、ホに変色、染みなどび 
麗る場台びあります。 

.本機は、"イパワーアンプを搭載しています。そ 
のため、本機背面の通気孔をふさぐと、機械内部 
の温度び上昇し、故障の原因となることびありま 
ず。本機背面の通気孔を絶対にふさびないでくだ 
さい。 

•本機を動かずときは、テレビや接続機器をはずし 
てください。テレビび落下して大けがの原因とな 
ります。移動の際には指をはさまれないよラごま 
意ください。また、本機のスピーカーネットを持 
たないで<ださい。スピーカーネットがはずれて 
碧下するなどして、けびの原因となることびあり 
ます。 


使用上のごま意 

•熱いちのを本機に置かないでください。熱により 
変色、変形することびあります。 

• 美しい状態でお使いいただ<ため、お手入れをす 
る際には、やわらかい巧で、軽くからなさしてく 
ださい。巧れびひどいとさは食器用洗剤を5〜目 
倍に薄め、やわらかい巧に含ませて軽<巧を取つ 
てください。シンナーやベンジンなどの化学薬品 
はスタンドの仕上げを傷めることびありますの 
で、使わないでください。 

•本機の足に砂や二 fS などび入り込んだ場を、巧を 
傷つけることびあります。 
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電池にごいてのまを上の 
ごま意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 

が i や失明を避けるため、下記のを意 
事項を必ずお守りください。 


A 危険 


A 警告 


電池の巧び漏れたとまは 


素手で液をさわ5ない 

電池の液び目に入った 
り、身体や衣服につく ^§1} 

と、失明やけび、皮膚 
の炎症の原因となるこ 
とびあります。液の化 
学変化により、時間び 
たつてから症状び現れることちあります。 


必ず;欠の処理をずる 

—►液び目に入ったとさ 
は、目をこすらず、ず 
ぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けて < ださい。 

—► 液び身体や衣服についたとさは、ずぐにをれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとをは、医師に相談してください。 




電池は乳幼児の手の届かない所に置< 

-►電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障害の原因とな 
ることびあ0ます。 

■►万一、飲み込んだとをは、 

ただちに医師に相談して< 

ださい。 


電池を义の中に入れない、加熱•分 
解-改造-巧電しない、水でめ5さ 
ない 

破裂したり、液び漏れた 
D して、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 




指定 L ソがの電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いによ 
り、破裂したり、液び 
漏れたりして、けびや 
やけどの原因となるこ 
とびあります。 



+と一の向きを正しく入れる 

+と一を逆に入れる 
と、ショートして電池 
び発熱や破裂をした 
り、液び漏れたりし 
て、けびややけどの原 
因となることびありまず。 

■►機器の表示に台わせて、正しく入れてください。 



使い切ったときや、長時間使用しな 
いとさは、電池を取り出ず 

電池を入れたままにしておくと、過放電により液び漏 
れ、けびややけどの原因となることびあります。 
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ほ用上のごミ主意 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、隘近所に迷惑びかからな 
いよラな音量でお聞をください。 

特に、夜はルさめな音でち周囲に 
はよく通るちのでず。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、 

快レ生ま環境を守0ましよラ。こ 
のマークは音のエチケットのシン 
ボルマークです。 

商標について 

本機はドルビーデジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック川）アダプティブマト IJ ックス 
サラウンドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デ 
コーダー、 DTS * 2 デコーダーを搭載しています。 


HDMI、HDMI □コ、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の米国およびその他の国における登録商標で 
す。 

■■ブラビアリンク"および"目 RAVIA Link " □二 f 
は、ソニー株式会社の登録商標です。 

■■プレイステーション"は株式会社ソニー•コン 
ピュータエンタテイン六ントの商標です。 



* 1 ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを 
製造されていまず。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic 、" AAC " 口づ及びダブル D 記号はドル 
ビーラボラト U —ズの商標でず。 
^^(下び米国八鮮〇パテントナンバーです。 

Pat . 日， 848,39 1; 5,291,557： 5,451,954： 

5,4 日日， 433; 5,222,189： 日， 3 己 7, 日 94; 

5752,225： 己， 394,473; 5,583,962： 

己，274,74日；日，633,981;日，297,236; 
4,914,701： 5,235,671; 07/640,5己日； 

5,己79,430; 08/678,666; 98/03037; 97/ 
02875; 97/02874; 98/03036; 5,227,788; 

己,285,498; 5,481,614; 5,日92,584; 

己,781,888;日8/039,47& 08/211,547; 

5,7日3,999; 08/557,046：日8/894,844 
が米国パテントナンパ‘一: 5,4日1,942; 

5,956,674; 己， 974,380; 5,978,762： 

目,487,535の実施権、及び米国、世界各国で取 
得済み、または出願中のその他の特許に基づさ 
製造されていまず。 DTS および記号は DTS , Inc 
の登録商標です 。 DTS Digital Surround および 
DTS □ゴは DTS , Inc の商標です。製品はソフト 
ウェアを含みまず。© DTS , Inc . 無断複写•転 
載を禁じます。 


本機は、 Hiah-Definition Multimedia Interface 
( HDMI ®) 技術を搭載しています。 
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接続とを摘 


付属品をおかめる 


• リモコン 


• HDMI ケーブル • キヤスタートレイ （4) 


( RM - ANU 031)(1) (テレビ接続用） （1) 



リモコンに電池を入れる_ 

付属の U モコンで本機を操作でさます。+と一の向をを合わせて、単3乾電池（付属）2個を入 
れて < ださい。 




ごを意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管してください。 

• 新しい乾電池と使った乾電池を混ぜて使わないでください。 

• 乾電池を交換するとをは、異物び入らないよラにご注意<ださい。 

• U モコンを使ラと走は、 U モコン受光部に直射曰光や照明器具などの強い光び当たらないよラにご注意くだ 
さい。 U モコンで操作でをないことびありまず。 

• 長い間 U モコンを使わないと定は、液漏れや破裂を避けるために乾電池を取0出して<ださい。 
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本機を設置する 


2本機を後ろに数 cm 押ず。 

キヤスターび自然に図のよラな向をに 
なります。 


設置場巧について 

本機を設置するとさは、放熱を妨げないよラ 
に壁から1 cmLU 上離して設置してください。 
必ず2人政上で設置してください。 


本機側面 ！ 



: S 





壁から 
1 cmULb 
離す。 


本磯は部屋のコーナーに設置しやすいよラ 
に、後部を斜めに仕上げてあります。部屋の 
コーナーに設置する場を、コーナーか5本機 
前面まで約87 cm の距離が必要です。 



ごを意 

• 設置の際に、手をはさまないよラ気をつけてくだ 
さし、。 


本機のキヤスターを固定する_ 

安全のため、キヤスタートレイ（付属）を 
キヤスターの下に設置して、本機を固定しま 
す。片側2個ずつ一緒に設置します。 

1 本機を設置場所よりやや手前に 

置く。 



3片側2個のキャスターの前に 
キャスタートレイを置き、キャ 
スタートレイの矢 EP を本機正面 
に向ける。 



4本機側面の下に両手をかけて本 
機を持ち上げ、キャスタートレ 
イの上にキャスターを置く。 



次のページへつづ< 
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5 本機を前後に揺ずり、キャス 
ターが固定されているかどラか 
確認ずる。 

6反対側ち同様におこなラ。 


棚おを取日付ける 


本機の側板と背板に取り付け5れた 
棚板取り付け用ピンの上に、棚板を 
水平に差し込む。 


拓圆防止の巧置をする_ 

地震などび起さたとを、テレビや本機び転倒 
することを防ぐため、必ず転倒防止の措置を 
してください。ソこ一製液晶テレビをお持ち 
のちは、下記の手順で転倒防止の措置をして 
<ださい。 

1 本機背面のトップカバーとサイ 
ドカバーをはずず。 

トップカバーは図のよラに両側を持っ 
て、ゆっくりと引を抜きます。 

サイドカバーは図のように側面と下側 
を持って、ゆっくりと引を抜きます。 


トップカバー 



2本機の天板にテレビを載せる。 

天板の左ちの中むにテレビを載せてく 
ださい。テレビのテーブルトップスタ 
ンドの後端を、天板の後端にをわせて 
ください。 

3テレビに付属の転倒防止用べル 
卜を取り付ける。 

詳しい手順は、 ソニー 製液晶テレビの 
取扱説明書をご覧ください。 

本機背面の中央に木ネジを留める下穴 
びおります。 
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ケーブルを壁埋ずる 


テレビやその他の機器からのケーブルを、本 
機のカバーの中にまとめることびでをます。 

1 テレビやその他の機器か5の 

ケーブルを本機につなぐ。 

詳し<は「テレビやレコーダーをつな 
ぐ」 （14 ページ)、「衛星放送チュー 
ナ ー、 ケーブルテレビチューナーをつ 
なぐ」 （16 ページ)、「その他の機器を 
つなぐ」 （17 ページ）をご覧ください。 



ケーブルをまとめなび5トップ 
カバーを取り付け、次にサイド 
カバーを取り付ける。 

テレビからのケーブルをトップカバー 
の切り欠さに通します。 

トップカバーとサイドカバーの突起を、 
図のよラに本機背面の巧に差し込みま 
す （4 箇所ず つ)。 



トツフカバーとサイドカパーを取り付ける際に、 
ケープルを挟み込まないよラご注意<ださい。 




13 

























テレビや レコーダー をつなぐ 


HDMI 端子びあるテレビやレコーダーなどは、 HDMI ケーブルをつなざます。 

"プラビア U ンク"に対応した機器を HDMI ケーブルでつなざ、テレビで接続機器の設定をする 
と、便利な r ブラビアリンク"機能」び使えますに6ぺージ)。 



HUM 


m gr 


プルーレイディスク 
レコーダー など 


DCSV — 
0.7A MM 


I SAT/CATV 
入力 

I 戏扣 

I 班 '|- 


HDMI ケーブル 
刷売） 

r^=a 


防 



0 




©2 

0): 


呂 


© 


DVD レコーダー など 


=a 


HDMI ケーブル 
(別売） 


人 


司 


HDMI 出力 

n 


ごを意 

• 本機は ARC (オーディオ U ターンチャンネル）機能に対応していまず。 ARC 機能に対応しているテレビの 
HDMI 入力端テにつないだ場台、光デジタル音青コードの接続は不要です。 

• ARC 機能に対応しているテレビの HDMI 入力端子には 「 ARC 」 と表記されています。それがの HDMI 入 
力端子につないでち、 ARC 機能は勸をません。 

• ARC 機能は HDMI 機器制御機能びオン（入）のとをに有効でず。 

. 本機の HDMI 入力端子の機能はどれち同じです。"プレイステーション 3" などは空いている端モにつなざま 
す。 

• 機器を同軸入力端子や光入力端テと HDMI 端子に同時につないだ場合、 HDMI 端子からの信号び優先されま 
す。 


ちょっと 一言 

• 本機の電源びオフ（スタンバイ）のときでも、テレビに HDMI 信号び伝をされて、接続機器の映像と音声を 
テレビで楽しむことがでをまず。 
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HDMI 端子の接続について 

• High Speed HDMI ケーブルをご利用ください 。 Standard HDMI ケーブルの場合、108 Op 
や Deep Color . 3 D の映像び正しく表示でをない場合びあります。 

• 認証を受けた HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びをれいに映らなかった0、音び出ないとさは、つない 
だ機器側の設定をご確認ください。 

• HDMI 端テか5の音声信号（サンプリング周波数、ビット長など）は、つないだ機器によ0制 
限されることがあ0ます。 

• 接続機器からの音靑出力信号のチャンネル数やヴンプ U ング周波数が切り換えられた場合、音 
亩が途切れることびあ0ます。 

• 接続機器が著作権保護技術 ( HDCP ) に対応していないために、本機の HDMI TV 出力端子の 
映像や音声び乱れたり再生でをない場合があ0ます。このよラな場合は、接続機器の仕様をご 
確認ください。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすすめしません。 

• 本機の入力び 「 TV 」、「 DMPORT 」 または 「 AUDIO 」 のときは 、 HDMI TV 出力端子からは 
前回選択された HDMI 入力 （ BD 、 DVD または SAT / CATV ) の映像が出力されます。 

• 本機は Deep Color 、" x . v . Color " および 3 D 伝送に対応しています。 

• 3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応したテレビおよび映像機器（ブルーレイディスクレコー 
ダー、"プレイステーション 3" など）と本機を HDMI ケーブルでつなざ、 3 D ^ ガネを装着し 
たラえで、 3 D 対応のブルーレイディスクなどを再生してください。 
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衛星放送チューナ ー、 ケーブルテレビチュー 
ナーをつなぐ 

HDMI 端子のない衛星放送チューナー、ケーブルテレビチューナーをつなぐ場合は、本機のアン 
プメこユーで HDMI 機器制御機能をオフ（切）に設定してください （27 ページ)。 



HDMI 端子びない衛星放送チューナ ー、 
ケーブルテレビチューナーなど 





A 

光デジタル音声出力 



映像出力 


か 

テレビの映儘入力へ 


光デジタル音声コード 
(別売） 


* HDMI 端子びないケーブルテレビチューナーをお使いの場合でも、「テレビやレコーダーをつなぐ」 （14 ペー 
ジ）では光デジタル音声コードをつなびずに、チューナーの光デジタル音声出力と、本機の TV 光デジタル音 
声入力をつなぐと、 HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定したままで使ラことができます。 

この接続をすると、お使いのテレビによっては本機から音声び出なくなることびあります。その攝合は本機 
のアンプメニューで 「 ARC 」 をオフ（切）にしてください （31 ページ)。 


ごミち意 

• 上記「*」の接続方法はケーブルテレビチューナーのみ有効です。衛星放送チューナーは光デジタル音声 
コードを SAT / CATV 光デジタル音声入力につないで < ださい。 

• 地上デジタル放送の音声を楽しむには、ケーブルテレビチューナーの電源をオン（入）にしてください。 
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その他の機器をつなぐ 

"プレイステーション 2" が DVD プレーヤーなど、 HDMI 端子のない映像機器をつなぐ場合は、 
本磯のアンプメニューで HDMI 機器制御機能をオフ（切）に設定してくださいに7ページ)。 
VHS デッキなど、サラウンド音声を出力しない映像機器の場をは、映像/音青出力端子を本機 
につながず、テレビにつなぐと、 HDMI 機器制御機能をオン（入）にしたままでお使いいただけ 
ます。 



ごを意 

• 本機の電源び入っているときは、デジタル^ディアポートアダプターを损を差ししないでください。 

• デジタル六ディアポートアダプターを差し込むとさは、コネクターとデジタル六ディアポート端子 

( DMPORT 端子）の矢印び向かい合っていることを確認してください。デジタル^ディアポートアダプター 
を取りはずすときは、©を押しなびらコネクターを损いてください。 



圓 ！か！ 
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電源コードをつなぐ 

他の機器やテレビをつないでから、本機の電源コードを壁のコンセン ト につないでください。 
ごま意 

• 本機は、コンセントの近くでお使い下さい。ご使用中不具合び生じた時は、すぐにコンセントから電源プラ 
グを损を、電源を遮断して下さい。 


接続機器の音声出力を設定する 

接続機器の音声出力設定によっては、2チヤンネルの音靑しか出力されないことびあります。こ 
の場合、マルチチヤンネル音靑 （ AAC 、 DTS、Dolby Digital . マルチチヤンネル LPCM ) で音 
声を出力するよラに、接続機器を設定してください。音声出力の設定については、接続機器に付 
属の取扱説明書をご覧ください。 
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再を 


各部の名前と働を 

詳しい説明は （） 内のページをご覧ください。 


表:^窓 




丘] INPUT SELECTOR (入力切換）ボタ 
ン 

再生する入カソースを選びます。 

押すたびに次のよラに切0替わ0ます。 
TV 一 BD 一 DVD 一 SAT/CATV -► 
AUDIO 一 DMPORT 一 TV ..… 

回1/む（電源）ボタン 


固 POWER/ACTIVE STANDBY 

じ (下 のよラに点なします。 

緑：電源び入ってし''るとさ。 

オレンジ：本機の HDIVn 部分にのみ電源 
び入っているとさ （ HDMI 機器制御機能 
びオン（入）のとさ）。 

消な：電源び切れているとさ。 

ごま意 

• オレンジのランプは、テレビの電源を切って 
から約3日砂後に消'打しまず。ただし、省電 
力機能 （ HDMI パススルー）びオン（入）の 
とさは消なしません。 

团回リモコン受光部 

固 VOLUME 宿量） +/- ボタン 
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表示窓 



丘]音声フオーマット表示 

本機に入力されている音声フオーマット 
び点灯します。 

田 D :ドルビーデジタル 
田 PUI: ドルビープ□□ジック II 
AAC : Advanced Audio Coding 
LPCM : U ニア PCM 
DTS 

回 NIGHT (34) 

NIGHT MODE のとをに点灯します。 

回 SLEEP (35) 

ス U —プタイマーを設定したとさに点滅 
します。 


团 HDMI (14、 16) 

HDMI 对応機器を使っているとさに点灯 
します。または、本機の入力が 「 TV 」 の 
場合、 ARC の信号び入力されているとさ 
に点灯します。 

固 COAX/OPT 

COAX (同軸入力 )、 OPT (光入力）の 
ラち、現在使われている音声入力が点灯 
します。 

固 MUTING 

消音機能が有効になっているとさに点灯 
します。 

回メッセージ表示領域 

音量や選ばれているが部入力、入力され 
た音声信号の種類などを表示します。 
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本機の操作に使ラボタン 
田電源ボタン 


回レベル 

センタースピーカーとサブウーファーの 
音量を調節します。ここでの設定が、す 
ベてのサウンドフィールドに反映されま 
す。 

回アンプメニユーボタン （32 ページ） 

团卜/个赌、@ 

卜个、ん、で設定を選び、©で決定し 
ます。 

固 DIMMER ボタン 

表示窓の明るさを2段階で調節します。 

回サウンドフイールド +/— ボタン 
(24 ページ） 


画音量 +/- ボタン 
回消音ボタン 
画ナイトモードボタン 

ルさい音量でわ音響効果やセ U フの明瞭 
さを失わずに音声を楽しめます。 

画 cTi 戻るボタン 
画本体表示ボタン 

「 DISPLAY 」 を rOFFJ に設定している 
ときに（3日ページ)、本機の状態を数秒 
間表示します。また、デジタル音青信号 
び本機に入力されているときに押すと、 
入力信号のチャンネル数（日. 1 ch など） 

を確認することびでさます。 

画入力切換 +/— ボタン 

接続機器の入力を切0撰えます。 

押すたびに次のよラに切0誓わ0ます。 
TV 一目 D 一 DVD 一 SAT/CATV 
一 AUDIO 一 DMPORT 一 TV … 

デジタルメディアポート端子 （DMPORT 
端テ）につないだ機器の操作に使ラボタン 

下記の説明は基本的な操作の一例です。つな 
いだ機器によっては操作でさないか、または 
下記の記載とは異なった動作をする場合びあ 
0ます。 

团 <■/ 个/*/■»、狂） 

固メニューボタン 

囚 

早戻し/早送0をします。 

圃 ► (再生 ） /H (-時停止）/ 

■ (停止） 

画 M 

チャプターをスキップします。 

画〇气戻るボタン 
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テレビの音声を聞 < 



1 テレビの電源を入れて、番組を 
選ぶ。 

詳しくはテレビに付属の説明書をご覧 
<ださい。 

2本機の電源を入れる。 

3入力切換 +/- ボタンを繰り返 

し押して、本機の表示窓に 
「TV」 を表示させる。 

4音量 +/- ボタンで本機の音量 
を調節ずる。 

ちょっと 一言 

• テレビのスピーカーからち音が出ていることがあ 
ります。その場合は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 

"ブラビアリンク"をお使いのときは 
(システムオーディオコント□—ル） 

手順2から3は不要です。テレビの電源を入 
れると、自動的に本機の電源び入り、入力び 
切0換わ0ます。 

また、テレビの U モコンで本機の音量を調節 
することびでをます。 


本機の電源を切ると、テレビのスピーカーか 
ら音び出ます。 

ちょっと 一言 

• テレビのスピーカーから音び出ている状態でテレ 
ビの電源を切った場合、次にテレビの電源を入れ 
てち、本機の電源は入りません。 


つないだ機器の音声 
を聞< 



1 接続機器を再生ずる。 

2本機の電源を入れる。 

3入力切換 +/- ボタンを繰り返 

し押して、本機の表示窓に入力 
名を表示させる。 


選んだ入力 

再をずる機器 

TV 

TV 端モにつないだテレ 
ビなど 

BD 

目 D 端モにつないだブ 
ルーレイデイスクレコー 
ダーなど 

DVD 

DVD 端モにつないだ 

DVD プレーヤーなど 

SAT/CATV 

SAT / CATV 端テにつな 
いだ目 S / CS チューナ ー 
など 


22 




















































選んだ入力 

再生ずる機器 

AUDIO 

AUDIO 端モにつないだ 


CD プレーヤーなど 

DMP 0 RT 

デジタルメディアポート 
端子につないだポータブ 
ルオーディオプレーヤー 
など 


4 映像機器の場合、テレビの入力 
を、本機につないでいる HDMI 
入力に切り換える。 


詳しくはテレビに付属の説明書をご覧 
ください。 

5音量+/—ボタンで本機の音量 
を調節ずる。 

ちょっと一•言 

• テレビのスピーカーからち音び出ていることがあ 
ります。その場台は、テレビの音量を最ルにして 
<ださい。 

• Dolby True HD、Dolby Digital Plus ' DTS - 
HD に対応した接続機器で、これらの音源を再生 
した場台、本機ではドルビーデジタルまたは 
DTS として処理されます 。 Dolby True HD など 
の高品質サウンドフォーマットを選択している隙 
は、可能であれば接続機器の出力設定をマルチ 
チヤンネル PCM にしてください。 

ごを意 

• デジタル><ディアポート端テの映儘出力端子を、 
テレビの映像入力端子につないでいる場合、本機 
の HDMI 機器制御機能をオフ（切）にしてくださ 
い （27 ページ)。 HDMI 機器制御機能びオン 
(入）のままでは、デジタルメディアポート端テ 
につないだ機器の映像を見ることびでをません。 

• HDMI 機器制御機能をオン（入）にしている場 
合、映像を表示せずに音声だけを楽しむには、テ 
レビの電源を切ったあとに、本機の電源を入れな 
おして < ださい。 

本機の電源を入れたあとにテレビの電源を切る 
と、 HDMI 機器制御機能び働き、テレビにつない 
だ機器ずベての電源び切れてしまいまず。 


"ブラビアリンク"をお使いのときは 
(ワンタッチプレイ） 

手順2か54は不要です。接続機器を再生す 
ると、自動的に本機とテレビの電源び入0、 

入力が切り換わります。 

また、テレビの U モコンで本機の音量を調節 
することがでさます。 

ちょっと-言 * 

•テレビのスピーカーから音び出ている状態でテレ 31 

ビの電源を切った場合、次にテレビの電源を入れ Hf 

てを、本機の電源は入りません。 
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サラウンド効ま 


サラウンド効果を楽 
しむ 


サウジドフイールドを選ぶ 

本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでさます。お好みのサウンド 
フイールドを選んでください。 



ヴウンドフイールド +/- ボタンを 
J 甲ず。 

本機の表示窓に現在のヴウンドフィールドび 
表示されます。 


サウンドフィールド+/—ボタンを押すたび 
に、表示び次のよラに切0替わ0ます。 
STANDARD 一 MOVIE 一 DRAMA 一 
NEWS 一 SPORTS 一 GAME 一 
MUS に 一 2 CH STEREO 一 P.AUDIO 
一 STANDARD ..... 


サウンドフィールドの種類 


サウンドフィールド 

効果 

STANDARD * 

どんなソースにち幅広 
<対応します。 

MOVIE * 

セ U フび間さ取0やす 
く、迫力のあるヴウン 
ドと臨場感び楽しめま 
す。 

DRAMA * 

テレビドラマに最適な 
音質で楽しめます。 

NEWS * 

アナウンサーの声び間 
さ取0やすい、ク1」ア 
な音亩です。 

SKDRTS * 

解説び聞さ取り和す 
く、歓声などびヴラウ 
ンドで聞こえ、臨場感 
び楽しめます。 

GAME * 

ゲームに最適な迫力あ 
るサウンドと臨場感び 
楽しめます。 

MUSK * 

音楽番組や音楽系のブ 
ルーレイディスク、 

DVD に最適な音質で 
楽しめます。 

2 CH STEREO 

音楽 CD に最適な音質 
です。 

P . AUDIO ** 

携帯用 S ユージ ックプ 
レーヤーで再生される 
MP 3 音声トラックや、 
その他の圧縮された音 
声を改善します。 


* 入力切換ボタンで 「 DMPORT 」 を選択している 
とさは、表示されません。 

** rDMPORT 」 ま/ ■こは 「 AUDIO 」 を選択している 
とをのみ表示されまず。 

ちょっと 一言 

• サウンドフィールドは入力ごとに設定でをます。 

• サウンドフィールドのお買い上げ時の設定は、乂 
力び 「 DMPORT 」 のときは 「 P . AUDIO 」、 その 
他の入力のとをは 「 STANDARD 」 でず。 

• 入力切換ボタンで 「 DMPORT 」 を選択している 
とさは、センタースピーカーから音び出ません。 

• モノラル放送時など、入力信号によっては、音の 
出ないスピーカーびあ D ます。 
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• に CH STEREO 」 または 「 P . AUDIO 」 を選ん 
だ場合は、センタースピーカーからは音び出ませ 
ん /。 

• アンプメニューで 「 CTRLHDMI 」 び 「 ON 」 に 
設定され、かつ 「 SOUND . FIELD 」 が 
「 AUTO 」 に設定されているとさは、視聴中のテ 
レビ番組のジャンルに応じて、サウンドフィール 
ドが自動的に切り誓わりますに9ページ)。 

•「 CTRLHDMI 」 び 「 ON 」 のとをに、ソニー製 
テレビの U モコンのシアターボタンを押すと、サ 
ウンドフィールドび 「 MOVIE 」 に切り誓わりま 
す（一部のソニー製テレビをのぞ<)。 


ブラビアリンク" mm 


"ブラビア U ンク"と 
は？ 

HDMI 機器制御機能（"ブラビア U ンク"）に 
対応している ソこ一 製品を HDMI ケーブルで 
つなぐと、下記のよラに操作を簡単に行ラこ 
とびでをます。 

• ワンタッチプレイに8ページ） 

• システムオーディオコント□ールに8 
ぺージ） 

• 電源オフ連動 （30 ページ） 

• オートジャンルセレクターに9ページ） 

"ブラビア U ンク"は、 HDMI 機器制御を搭 
載したソこ一のテレビやブルーレイディスク 
レコーダー、 AV アンプなどび対応していま 
す。 

HDMI 機器制御は 、 CEC (Consumer 
Electronics Control ) で使用されている、 
HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) のための相互制御機能の規格で 
す。 

次の場合、 HDMI 機器制御機能は正し<働 
をません。 

• HDMI 機器制御機能（"ブラビアリンク') 
に対応していない機器をつないだとを 
• 本機と各機器を HDMI ケーブルがでつな 
いだとさ 

. ソニー 製品政がの HDMI 機器制御对応機器 
につないだとさ 


ごま 意 

• 接続機器の設定によっては、 HDMI 機器制御機能 
が働かないことびありまず。お使いの機器の取扳 
説明書をご覧ください。 


"ブラビア U ンク"を 
ほ3準備をする 

"ブラビアリンク"を使ラには、接続機器の 
HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定して 
ください。 HDMI 機器制御機能に対応してい 
る ソニー 製テレビをお使いの場合、テレビの 
HDMI 機器制御機能の設定を行ラと、本機や 
接続機器の HDMI 機器制御機能ち連動して設 
定されます。 



1 本機とテレビ、接続機器が 
H DM I ケーブルでつなびれてい 
ることを確認ずる。 

2 本機とテレビ、接続機器の電源 
を入れる。 

3 接続機器の映像びテレビに映る 
ように、テレビの HDMI 入力と 
本機の入力 （ SAT / CATV 、 
DVD または BD ) を切り換え 
る。 


本機には、"ブラビアリンク"に対応した機 
器をつなぐことをおすすめします。 
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"ブラビアリンク"に対応していない機器や、 
HDMI 端テのない機器をつないでいるとさな 
どは、本機のアンプメニューで HDMI 機器制 
御機能をオフ（切）に設定してください。 



1 アンプメニューボタンを押す。 

2 个 M を繰り返し押して rsET 
HDMIJ を表示させ、©または 
4を押す。 

3 个 M を押して 、 rCTRL HDMIJ 
を選び、任)または4を押ず。 

4 个を押して、 rOFF 」 を選ぶ。 

5 アンプメニューボタンを押す。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


ごま意 

• テレビの 「 HDMI 機器制御」によって、接続機器 
の HDMI 機器制御を同時に設定でをない場合は、 
接続機器の六ニューから HDMI 機器制御機能を設 
定してください。 

• テレビや接続機器の設定については、お使いの機 
器に付属の取扱説明書をご覽ください。 

ちょっと一言 

• 本機の HDMI 機器制御機能は、エ攝出荷時にオン 
(入）に設定されています。 


HDMI 機器制御機能をオフ（切) 
にずる 


4 テレビのメニュー画面に HDMI 
機器一覧を表示し、つないだ機 
器の HDMI 制御を有効にずる。 

本機と接続機器側の HDMI 機器制御機 
能び自動的にオン（入）に設定されま 
す。 

設定び完了すると、表示窓に 
「 COMPLETE 」 び表示されます。 

ごま意 

• テレビや接続機器の設定については、お使 
いの機器に付属の取扱説明書をご覧くださ 
い。 

「 COMPLETE 」 が表示されないときは 

本機と接続機器の HDMI 機器制御を個別に才 
ン（入）に設定してください。 

1 アンプメこューボタンを押す。 

2 个/んを繰り返し押して rSETHDMU を 
表示させ、©またはを押す。 

3 个/みを繰0返し押して 「CTRL HDMI 」 

を表示させ、©または4を押す。 

4 个/んを巧して、 「 ON 」 を選ぶ。 

5 アンプメこューボタンを押す。 

アンプ方ニュー画面表示び消え、 HDMI 機器制 
御機能びオン（入）になりまず。 

6 HDMI 機器制御機能を使用したい機器の 
人力 （ SAT / CATV 、 DVD または巨 D ) を 
本機で選択する。 

7 接続機器の HDMI 機器制御をオン（入） 
にする。 

接続機器の設定については、お使いの機器に付 
属の取扱説明書をご覧<ださい。 

本機に接続機器を追加した0、再接続ずる 
とさは 

「"プラビアリンク" を使ラ準備をする」や 
「「 COMPLETE 」 び表示されないときは」の 
手順をわラー度行ってください。 


乘强 
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ブルー レイディスク 
を楽しむ 

(ワンタッチプレイ） 


テレビの音声を本機 
の スピーカー で楽し 
む 


接続機器を再生ずる。 

テレビの電源が自動的に入り、 HDMI 入力に 
切0替わ0ます。 

ちょっと一言 

• 本機の電源びオフ（スタンバイ）のときでも、テ 
レビに HDMI 信号び伝送されて、接続機器の映像 
と音声をテレビで楽しむことびでさます。 


(システムオーデイオコントロール） 

テレビのリモコンによる簡単な操作でテレビ 
の音声を本磯のスピーカーから楽しむことが 
でをます。また、音量調整と消音がでさま 
す。 

詳しくはお使いのテレビの取扱説明書をご覧 
ください。 


ごミち意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびあ0ます。 



電源 


アンプ 

メニュー 


本機の電源を入れる。 

本機のスピーカーから音び出ます。本機の電 
源を切ると、自動的にテレビのスピーカーか 
ら音び出ます。 

ごを意 

• 本機の電源を入れてから音声び出力されるまで 
に、時間びかかることびあじます。 

• お使いのテレビによっては、テレビの音量を変え 
たとをと同じよラに、画面に本機の音量をおす数 
字び表示されますび、画面の数字と本機の表示窓 
の数字び異なる こと びあります。 
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アンプメニューボタンを押ず。 

个を繰0返し}甲して 「SET 
HDMIJ を表示させ、©または 
■> を巧ず。 

个を繰り返し押して 
rSOUND.FIELDJ を表示さ 
せ、任)または4を押ず。 

个を押して、設定を選ぶ。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビま 
組のジャンルに応じてサウンド 
フィールドび自動的に切0替わ0ま 
す。 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールド 
+/—ボタンで還んだサウンド 
フイールドで、音靑を出力します。 

アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


デジタル放をのジャンルに応じ 
て、サラウンド効まを自動的に切 
日換える（才ートジャンル七レク 
夕-)_ 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （ EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたサ 
ウンドフイールドに自動的に切り換えること 
びでさます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場合のみ)。 


アンプメニユーボタンを押ず。 

个を繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、@または 
4を巧ず。 


巧のぺージへつづぐ 


番組情報対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 

才ートジャンルセレ 
クターで切り曾わる 
ヴ ウンドフィールド 

ニュース/報道 

NEWS 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

STANDARD 

ドラマ 

DRAMA 

音楽 

MUSIC 

バラエティ 

STANDARD 

映画 

MOVIE 

アニ y / 特撮 

STANDARD 

ドキュメンタリー 

STANDARD 

劇場/公演 

MUSIC 

趣味/教育 

NEWS 

福祉 

NEWS 

その他 

STANDARD 

スポーツに S ) 

SPORTS 

洋画に S ) 

MOVIE 

邦画に S ) 

MOVIE 

情報なし 

STANDARD 

ごミち意 

• 番組情報 （ EPG 情報） 

に応じてサウンドフイー 

ルドび切り曽わるとを、 

ます。 

音が途切れることびあり 

音量 制旧機能をほラ 


システムオーデイオコント□-ルび作動中 
に、音靑出力びテレビか！5本機に切り替わる 
と、本機の音量によっては大きな音び化るこ 
とびあ0ます。こラしたことを防ぐために、 
本機に切0換えた後の音量をお限することび 
でさます。 


12 3 4 5 
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H 乘語 
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アンプメニユーボタンを押ず。 

个 Ai ^ を繰0返し}甲して 「SET 
HDMIJ を表示させ、@または 
4を押ず。 

个を繰0返し}甲して、 

「PASS THRU 」 を表示させ、 
©または4を押す。 


省電力機能を使5 

( HDMI パススルー） 

"プラビアリンク"に対応したテレビをお使 
いのとをは、テレビの電源を切ると 、 HDMI 
信号の伝送を停止して、本機のスタンバイ時 
の消費電力を削減することがでさます。 
お買い上げ時の設定は 「 AUTO 」 です。 

ごを意 

•「CTRL HDMI 」 が 「 ON 」 のとを、この機能は 
使えます。 



3 个/んを繰り返し巧して rvoL 
LIMIT 」 を表示させ、©または 
を}甲ず。 

4 个/んを押して設定値を巧める。 

ボタンを押すごとに、設定値び切〇替 
わ0ます。 

MAX 一 49 一 48 ..... 2一 1一 
MIN 

5 アンプメニューボタンを巧ず。 

アンプメこュー画面表示が消えます。 

ごを意 

• この機能は、音声出力び本機からテレビに切り曽 
わるときには働さません。 

ちょっと一言 

• 設定値は、通常お聞をの音量よ0みしルさ<ずる 
ことをおすすめしまず。 

• 設定値の大ささにかかわらず、本機とリモコンの 
音量—ボタンを使って音量を調整でをます。 

• この機能を使用しない場合は、 「 MAX 」 を選択し 
てください。 


テレビと本機、接続 
機器の電源を切る 

(電源 オフ 連動） 

テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、 
本機と接続機器の電源ち連動して切ることび 
でさます。 

ごを意 

• 本機や接続機器の状態によっては、接続機器の電 
源を切れない場合びあります。詳しくは、各機器 
の取扱説明書をご覧<ださい。 


12 3 
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_ 入カロ。 ，面 

LjiJ —GtJ 。 

[ センター C ブウーフ7-1 



アンプメニユーボタンを押ず。 

个 /* を繰り返し押して rSET 
HDMIJ を表示させ、©または 
を巧ず。 

个 y 心を繰0返し}甲して 「 ARC 」 
を表示をせ、©または4を巧ず。 

个/んを押して、 「 OFF 」 を選ぶ。 

• rONJ : ARC をオン（入）にします。 

• rOFFJ : ARC をオフ彻）にしま 
す。 

アンプ メニュー ボタンを巧ず。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


ごを意 

• HDMI 機器制御機能をオフ（切）に設定している 
ときは、 ARC 機能は使用できません。また、設 
定を行ラことをでをません。 


4 个/んを巧して、設定を選ぶ。 

•「 AUTO 」 ：本機のスタンバイ時に、 

テレビの電源を入れると本機の 
HDMI 出力端子か5信号を出力しま 
す。"ブラビアリンク"対応のテレビ 
をお使いの場を、この設定をおすす 
めします。 「 ON 」 設定時よりもスタ 
ンバイ時の消費電力を削減でさます。 

•「 ON 」 ：本磯のスタンバイ時に、 
HDMI 出力端子か5常に信号を出力 
します。本機操作部の POWER / 
ACTIVE STAND 巨 Y びオレンジに点 
巧します。 

ごま意 

•「 AUTO 」 設定時は、 rON 」 に設定した場 
合よりわ映像と音声び出るまでに時間びか 
かることびあ0ます。 

5 アンプメニューボタンを押す。 

アンプメニュー画面表示び消えます。 


ARC (才ーデイオ U 
夕ーンチヤンネル） 

をオフ（切）にする 

ARC (オーデイオリターンチヤンネル）に 
対応したテレビを、 HDMI ケーブルで本機に 
つなぐと、テレビのデジタル音青信号び本機 
に伝送されます。その場合、光デジタル音声 
コードなどをつなぐ必要はありません。 

ARC を使用しない場合はテレビと本機を光 
デジタル音声コードでつなぎ、本機のアンプ 
メニューで 「 ARC 」 をオフ（切）に設定し 
てください。 


12 3 4 5 
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詳細な設定 


アンプメニューの設 
定をする 


アンプメニユーを使ラ_ 

U モコンのアンプメニューボタンを押すと、 
下記の設定びでさます。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 


AMP MENU 


-LEVEL —— pCNT -_6, -5,…日， 

LEVEL …+5, +6 

-SW LEVEL 一-6,-5,…な 
…+5, +6 


LaUDIO — pMAX 
DRC —STD 
— OFF 


-TONE -「巨 ASS --6, -5,…江 

…+己，+6 

L TREBLE --6,-己，...日， 

…+5, +6 


-AUDIO 


A/V SYNC 


て 


ON 

OFF 


-DUAL - [— MAIN 

MONO -SUB 

LmAIN/SUB 

-NIGHT - pON 

MODE Lqff 


LinPUT —— AUTO 
MODE Lqpt 


-SET — 
HDMI * 


-CTRL — 
HDMI 

-VOL —— 
LIMIT ** 

- SOUND . 
円 ELD ** 


-PASS — 
THRU ** 


1_ARC**. 


-ON 

-OFF 

- MAX . 49,48, 
…2, 1 ,MIN 

-AUTO 

-MANUAL 

-AUTO 

-ON 


-ON 

-OFF 


LSYSTEM — ^DIMMER 丫 ON 

Lqff 

-ON 
OFF 


-DISPLAY 


- SLEEP - 


^AUTO ' 
ST 巨 Y 


- OFF . 10 M ， 
-20 M ， … 
SOM , 9 日 M 

-ON 

-OFF 


* 詳しくは r プラビアリンク"機制 （26 ぺージ） 
をご覧 < ださい。 

** これらの設定は 「CTRL HDMI 」 び 「 ON 」 のと 
をだけ表示されます。 



1 アンプメニユーボタンを押し 
て、アンプメニュー画面を表示 
させる。 


32 


卜/个一を繰り返し押して、設 
定したい項目を選ぶ。 
















































3 アンプメニューボタンを押し 
て、アンプメニュー画面の表示 
を消ず。 

ちょっと 一言 

• 電源コードを抜いてち、設定は保持されます。 

これか5のページはアンプメニューの各設定 
について説明します。 


スピーカーレベルを設定ずる 
(CNT LEVEL、SW LEVEL ) 

スピーカーとヴブウーファーのレベルを設定 
することがでをます。 

1 アンプメニユー画面で 

「 LEVEU を表示させ、©また 
は ■> を押ず。 

2 I'CNT LEVEL ! または 「SW 
LEVEL 」 を表示させ、©また 
は4を押ず。 

• rCNT l_EVEU : スピーカーのレべ 
ルを調節します。 

• rSW LEVEL 」 ：サブウーファーのレ 
ベルを調節します。 

3 設定値を選ぶ。 

「-6」から「+6」まで、1ずつ設定で 
きます。初期値は「0」でず。 


2 「AUDIO DRCJ を表示させ、 
@または ■> を押ず。 

3 設定を選ぶ。 

• rOFFJ :信号の幅は圧縮されませ 
ん。 

•「 STD 」 ：制作をび意図したよラなダ 
イナ S ックレンジで音声を再現しま 
す。 

•「 MAX 」 ：信号の幅を最大限に圧縮し 
ます。 


音質を調置する 

( BASS 、 TREBLE ) _ 

音青のほ域、高域のレベルを簡単に調整する 
ことびでさます。 

1 アンプメニユー画面で 
「 TONE 」 を表示させ、©また 
は ■> を押ず。 

2 「 BASS 」 または 「 TREBLE 」 
を表示させ、任)または4を押ず。 

• 「日 ASS 」 ：音靑のほ域を調整します。 
•「 TREBLE 」 ：音靑の高域を調整しま 
す。 

3 設定値を選ぶ。 

「-6」から r +6 j まで、1ずつ設定で 
さます。初期値は「0」です。 


ルさい 音量で ドルビーデジタルサ 
ウンドを楽しむ （AUDIO DRC ) 

サウンドトラックのダイナミックレンジを装 
くします。かさな音量で映画を楽しむと定に 
便利です 。 AUDIO DRC はドルビーデジタ 
ルの音声にのみ対応しています。 

1 アンプメニュー画面で 

「 LEVEU を表示させ、任)また 
は4を押ず。 


映像の遅れに音声を合わせる 
( A/V SYNC ) _ 

映像び音声よりち遅れている場合、この機能 
で音声を遅らせることびでさます。 

1 アンプメニュー画面で 
「 AUDIO 」 を表示させ、©また 
は4を押ず。 

2 「 A/V SYNC 」 を表示させ、 
©または4を巧ず。 


巧のぺージへつづ< 
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3 設定を選ぶ。 

• rOFFJ : A/V SYNC 機能を使わな 

い。 

•「 ON 」： A/V SYNC 機能を使って、 
音声と映像のずれを調節する。 

ご ミ ま 意 

• この機能を使ってを、完全に映像と合わせること 
びでをない場合びあ0ます。 

• この機能は同軸入力、光入力および HDMI 入力の 
Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG 2- AAC 、 リニア 
PCM (2 ch ) に働をます。 


AAC (2 ヶ国語放送）を楽しむ 
(DUAL MONO ) _ 

AAC とは、目 S デジタル放送や地上波デジタ 
ル放送で採用されている音声方式です。 

AAC では日.1 ch のサラウンド放送や2ヶ国語 
放送にわ对応しています。 

目 S デジタル放送などの AAC 音声を聞くに 
は、テレビなどデジタルチューナー搭載機器 
側でわ「光デジタル音靑出力設定」などで設 
定を行ラ必要があ0ます。デジタルチュー 
ナー搭載機器が、デジタル出力端子から 
AAC 音青信号を出力するよラに設定してく 
ださい。詳しくは、デジタルチューナー搭載 
機器の取扱説明書をご確認ください。 

1；(上の準備び整った上で、次の操作を行って 
<ださい。 

1 アンプメニュー画面で 
「 AUDIO 」 を表示させ、任)また 
は ■> を押ず。 

2 「DUAL MONO 」 を表示させ、 
径)または4を押ず。 


3 設定を選ぶ。 

•「 MAIN 」 （主音声）：主音声のみを再 
生します。 

•「 SUB 」 福 Ij 音声）：副音声のみを再 
生します。 

•「 MAIN / SUB 」 （主/副）：左スピー 
力一から主音声、ちスピーカーから 
副音青を同時に再生します。 


かさな音量で聞< 

(NIGHT MODE ) _ 

ルさい音量でち音響効果やセ IJ フの明瞭さを 
失わずに音靑を楽しめます。 

1 アンプメニュー画面で 
「 AUDIO 」 を表示させ、©また 
は ■> を押ず。 

2 「NIGHT MODE 」 を表示さ 
せ、任)または4を押ず。 

3 設定を選ぶ。 

•「 ON」 ： NIGHT MODE に設定され 
ます。 

• rOFFJ : MGHT MODE に設定され 
ません。 

ちょっと一 •言 

• AUDIO DRC (33 ページ）を使ラと、ルさな音 
量でちドルビーデジタルを楽しめまず。 


衛星放をチューナーか6の音声を 
選択する (INPUT MODE ) 一 

HDMI ケーブルをつないだだけでは、マルチ 
チャンネル音声を出力でさない衛星巧を 
チューナーの場合、光デジタル音声コードち 
つないだラえで、この設定をおこないます。 

1 アンプメニュー画面で 

「 AUDIO 」 を表示させ、©また 
はを押ず。 
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2 「INPUT MODE 」 を表示さ 
せ、©または4を押ず。 

3 roPTj を選ぶ。 

•「 AUTO」 ： HDMI SAT / CATV 入力 
端子か S の音声信号を優先して出力 
します。 

• rOPTJ : SAT / CATV 光デジタル音声 
入力端子か5の信号を出力します。 


本付:表示の明るさを調節する 
( DIMMER ) _ 

表面窓の明るさを2段階で調節することびで 
さます。 

1 アンプメニユー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、运)ま 
たは ■> を押ず。 

2 「 DIMMER 」 を表示させ、這)ま 
たは4を押ず。 

3 設定を選ぶ。 

• roNj :表示窓の明るさび 0 音くなり 
ます。 

• rOFFJ :通常巧態。 


表示おの設定ををえる 
( DISPLAY ) _ 

表示窓の設定を変更することびでさます。 

1 アンプメニユー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは4を押ず。 

2 rOISPLAYJ を表示させ、 

任)または ■> を押ず。 

3 設定を選ぶ。 

• roNj :甫時、表示窓を点なします。 

•「 OFF 」 ：本機を操作したとさに、数 
秒間表示窓を点なします。 


ちょっと一言 

•「 DISPLAY 」 を rOFFJ に設定しているときに、 
本体表示ボタンを押すと、入力信号の種類を表示 
します（デジタル入力のみ)。 

ごミち意 

•「 DISPLAY 」 び rOFFJ に設定されていても、 
消音機能び有効になっているとさや PROTECT 
状態のとをは、表示窓は常時点'なしまず。 


スリープタイマーを®ラ 
( SLEEP ) _ 

音楽などを聞さなびらお休みになるとを、設 
定した時間に本機の電源を切ることびでさま 
す。時間は10分間隔で設定することがでを 
ます。 

1 アンプメニュー画面で 

「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは ■> を巧ず。 

2 「 SLEEP 」 を表示させ、适)また 
は ■> を押ず。 

3 設定時間を選ぶ。 

ボタンを巧すごとに、設定時間び切り 
誓わ0ます。 

OFF 一 10 M 一 20 M 

I : 

9日 M 一 80 M ..... 30 M 
ごま 意 

• ス U —プタイマーは本機にだけ適用されます。本 
機につないでいるテレビや他の機器には使えませ 
ん ■<。 


巧のぺージへつつ< 
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才ートスタンバイ煤能 
(AUTO STBY ) _ 

本機を操作しないまま一定時間（約30分） 

び経過し、本機に音声び入力されていないと 
さ、本機の電源を自動的に切0、無駄な電力 
ミ肖費を抑えることびでさます。 

お買い上げ時の設定は 「 ON 」 です。 

1 アンプメニユー画面で 
「 SYSTEM 」 を表示させ、©ま 
たは4を押ず。 

2 「AUTO STBY 」 を表示させ、 
任)または4を押ず。 

3 設定を選ぶ。 

• roNj :才ートスタンバイ機能を使 
用する。 

•「 OFF 」 ：オートスタンバイ機能を使 
用しない。 


ごミち意 

• この機能によって本機の電源び切れた場合、なに 
ご使用になるとをに、テレビの電源オンに連動せ 
ずに、本機の電源びオンにならないことびありま 
す。 


36 





その他 


巧障かな？と思った 
6 

本機の調子びおかしいとさ、修理に出す前に 
わラー度点検して<ださい。それでわ正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 

電源 

電源が入6ない 

4電源コードびしっかり差し込まれているか確 
認する。 

テレビの電源を入れてち、本機の電源び入 
6ない 

今テレビのスピーカー設定を確認する。本機 
は、テレビのスピーカー設定に電源び連動し 
よ9 〇 

今前回電源を切ったとさに、テレビのスピー 
カーか6音声び出ていた場合、テレビの電源 
を入れてち本機の電源は入りません。 

電源オフ連動機能が働かない 

今テレビの電源を切ると接続機器の電源び自動 
的に切れるよラに、テレビの設定を変更して 
ください。詳しくは、お使いのテレビに付属 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

テレビの電源を切ると、本機の電源が切れ 
る 

今 HDMI 機器制御機能をオン（入）に設定した 
ときは、電源オフ連動機能び働き、テレビの 
電源を切ると、本機の電源び切れます。 

本機の電源が勝手に切れてしまラ 

今オートスタンバイ機能び働いています （3 目 
ぺージ）。 


音声 

Dolby Digi ね I や DTS のマルチチャンネル 

の音声が再生されない 

-> ブルーレイディスク和 DVD などを再生してい 
るときは 、 Dolby Digital や DTS フォーマツ 
卜の音声を選んでいるか確認する。 

4ブルー レイディスクレ コーダー / DVD プレー 
ヤーなど、本機につないでいる機器の音声設 
定を確認する。 

サラウンド効果が得6れない 

-> サウンドフィールドの設定と入力信号によっ 
ては、サラウンド処理に4ページ）び働かな 
いことびあります。本体表示ボタンを押す 
と、入力されている信号の種類び表示窓に表 
示されます。に〇か」や n.Och 」 と表示さ 
れた場合は、ステレオまたはモノラル音声の 
ため、サラウンド成分は含まれておりませ 
ん/。 

r 己. ich 」 などと表示された場合はサラウンド 
音声ですび、番組やディスクによってはサラ 
ウンド成分びかないことびあります。 

本機か6テレビの音声が出ない 

-> テレビと本機をつないでいる光デジタル音声 
コード、またはアナ□グ音芦コードの接続を 
確認する （14 ページ)。 

-> テレビの音声出力設定を確認する。 

■> ARC 対応のテレビをお使いの場合、 HDMI 磯 
器制御機能および ARC 設定をオン（入）にし 
てください。 

本機とテレビの両ちか5音び出る 

-> HDMI 磯器制御機能びオフ（切）のとさや、 
選択した機器び HDMI 機器制御機能に対応し 
ていないとさは、本機またはテレビを消音す 
る。 

テレビの音声が映像よ0遅れる 

->「 A / VSYNC 」 びオン（入）に設定されてい 
たら、 「 A / VSYNC 」 をオフ彻）に設定す 
る。 


次のぺージへつつ< 
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音亩の出力ち法をテレビスピーカーか 6 本 

機のスピーカーに変更したとさに、音量び 

下がる 

4音量制限機能び働いています。詳しくは「音 
量制限機能を使ラ」に9ページ）をご覧くだ 
ごい。 

本機か6接続機器の音声が出ない、または 

音び小さい 

-> 音量+ボタンを押し、音量を確認する。 

4消音ボタンや音量+ボタンを押して、消音機 
能を解除する。 

4接続磯器び正し<選択されているか確認す 
る0 

4接続磯器の端子と本磯の端子び、奥までしっ 
かり差し込まれているか確認する。 

4接続磯器の HDMI 設定を確認する。 

一部のスピーカーか6音び出ない 

4入力されている音声の種類や、本磯のヴウン 
ドフィールドの設定に4ページ）によって 
は、センタースピーカーから音は出ません。 

-> 本磯の天板に内蔵されているスピーカーは高 
音だけを再生します。高音成分のかない音声 
の場合、聞こえにくいことびあります。 

音が途切れたり、ノイズび出る 

4「本機で対応するデジタル入カフォーマット」 
を確認する （41 ページ)。 


映像_ 

テレビ画面に映像が出ない 

4テレビと本機を正しくつないでいるか確認す 
る。 

4本機でテレビび正しく選択されているか確認 
する。 

4テレビをビデオ入力などの該当する入カモー 
ドに設定する。 

4本機の HDMI 入力端テと HDMI 出力端テを逆 
につないでいないか、確認する。 

■> 接続機器の端子と本磯の端子び、奥までしつ 
かり差し込まれているか確認する（14、16、 
17ページ)。 


テレビ画励こ 3 D 映像が出ない 

4テレビおよび映像機器の仕様によっては、 

3 D 表示でさない場合びあります。本機び対 
応する 3 D 映像フ ォーマッ トをご確認くださ 
し、 （41 ページ）。 

本機び電源スタンバイのとき、テレビに映 

像と音声が出ない 

4本磯が電源スタンバイのとさに、テレビへ出 
力される映像と音声は、本機の電源を切る前 
に最後に選ばれていた HDMI 入力の信号で 
す。視聴したい機器び、最後に選ばれていた 
HDMI 入力と異なる場合は、機器の再生を開 
始して、ワンタッチプレイを実行するか、本 
機の電源を入れて HDMI 入力を選び直してく 
ださい。 

-> "ブラビアリンク"に対応していない機器を 
つないでいる場合は、アンプメニューの 
「PASS THRU 」 び 「 ON 」 に設定されてい 
るか確認する （30 ページ)。 

4 HDMI 磯器制御機能びオフ（切）になってい 
る。 


■ J モコンび機能しない_ 

-> 本機の回受光部に向けて操作する。 

-> U モコンと本機との間に障害物を置かない。 

■> 電池びちい場合は、すべての電池を新しいち 
のに取り替える。 

-> U モコンの正しいボタンを巧しているか確認 
する。 
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調テが悪いときはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思ったら」の項 
を参考にして、故障かどラかを点検してくだ 
さい。 

それでち具合の悪いときはサービス窓 □へ 

お買い上げ店、または添付の「ソこ一ご相談 
窓□のご案内」にあるおくの ソニー サービス 
窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場をびあります。その際、交 
換した部品は回収させていただをます。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくはイ呆証書をご覧<ださい。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要 
望によ0有料修理させていただをます。 


次のぺージへつつ< 


保証書とアフター 
ヴービス 

巧証書 

• この製品には保話書が添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取0 ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保ちして<ださい。 

• 保罰期間は、お買い上げ曰よ01年間で 
す。 

アフターサービス 


その他 

HDMI 機器制御がうまく働かない 

今 HDMI 接続を確認する（14、16ページ)。 

今テレビの HDMI 機器制御機能の設定を行ラ 
(26 ページ)。 

4接続機器び"プラビア U ンク’に対応してい 
ることを確認する。 

-> 接続機器の HDMI 機器制御設定を確認する。 
お使いの機器に付属の取极説明書をご覧<だ 
さい。 

-> HDMI 接続を変更したときは、「"ブラビア U 
ンク" を使ラ準備をする」に6ページ）の手 
順を再度行ってください。 

本機の電源コードを抜さ差ししたとさは、15 
秒攻上待ってから動作させる。 

-> 映像機器の音声出力を HDMI ケーブルし U がで 
本機につなぐと、"プラビア U ンク’び影響 
して音芦び出ないことびあります。その場 
合、"ブラビアリンク" （ HDMI 機器制御機 
能）をオフ（切）にするに7ページ）か、音 
声出力端子ちテレビにつないでください。 

本機の表示窓に 「 PROTECTOR 」 と 
「PUSH POWER 」 が交互に表示される 

l / Cl ) (電源）ボタンを押して電源を切り、 

「 STAND 巨丫」が消えたの項目を確認 

する。 

今本磯の通気孔びふさびっていないか点検す 
る 0 

これ6の処置をしても正常に動作しないと 

きはーリセット 

本機側のボタンを下記の手順で操作します。 

11/の（電源）ボタンを押して電源を入れ 
る。 

2 本機の INPUT SELECTOR、VOLUME 
-封甲しなびら、1/の（電勵ボタンを巧 
す。 

表示窓に 「COLD RESET 」 と表示され、 
アンプこユーやヴウンドフィールドな 
どびお買い上げ時の状態に戻0ます。 


ま音 





部品の保有期間について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切0後8年間保有しています。この部 
品保有期間を修理可能期間とさせていたださ 
ます。保有期間を経過した後わ、故障箇所に 
よっては修理可能の場合びあ0ますのでお買 
い上げ店か、サービス窓口にご相談くださ 
い。 

ご相談になるとさは、次のことをお知らせ< 
ださし、。 

• 型名： RHT - G 11 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月日： 

• お買い上げ店： 


まな仕様 
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外お寸法 ： mm 

④ 

1,130 


400 

⑥ 

452 

⑥ 

483* 

収納部内寸 ： mm 


111 

© 

139 

⑥ 

94己 

@ 

344 

① 

379 

質量 ： kg 

48 


* キヤスタートレイを含みます。 
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HDM 旧 B 

コネクター HDMI ® コネクター 
ビデオ入出力巨 D 、 DVD 、 SAT/CATV : 

640 X 480p、 60 Hz 
720 X 480p 、 59.94/60 Hz 
1280 X 720p 、 59.94/60 Hz 
1920 X 1 日 8 日し 59.94/60 Hz 
1920 X 1080p 、 59.94/60 Hz 
720 X 576p. 50 Hz 
1280 X 720p 、 5 日 Hz 
1920 X 1 日 8 日し 50 Hz 
1920 X 1080 p、50 Hz 
1920 X 1 日 8 日 p、24 Hz 
Deep Color : 30bit/36bit 
ビデオ入出力 （ 3D) 

巨 D 、 DVD 、 SAT/CATV : 

1280 X 720p 、 59.94/60 Hz 

Frame packing 

1920 X 1 日 8 日し 59.94/60 Hz 

Frame packing 

1920 X 1 日 8 日し 59.94/60 Hz 

Side-by-Side (Half) 

1920 X 1 日 80p 、 閒 .94/60 Hz 
Side-by-Side (Half) 

1280 X 720p、50 Hz 
Frame packing 
1920 X 1 日 8 日し 50 Hz 
Frame packing 
1920 X 108 日し己 0 Hz 
Side-by-Side (Half) 

1920 X 1 日 80p、50 Hz 
Side-by-Side (Half) 

1920 X 1 日 80p、24 Hz 
Frame packing 
Deep Color : 30bit/36bit 

オーディオ入力 

巨 D 、 DVD 、 SAT/CATV : 

リニァ PCM7.1ch/Dolby Digital/ 
DTS/AAC 

フロント スピーカー 部 

形式 

2WAY スピーカー システム、 

バスレフ型 

使巧スピーカー 

ウーファー： 8 日 mm コーン型 
トゥイーター： 30 mm コーン型 X 
2 

センタースピーカー部 

使巧スピーカー 

30 mm コーン型 X 2 


次のぺージへつつ< 
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本機で巧応ずるデジタル入力 
フォーマット 

本機で対応するデジタル入カフォーマットは 

下のとお0です。 

フオーマット 

対応/非対応 

Dolby Digital 

O 

DTS 

o 

MPEG2-AAC 

o 

U ニア PCM (2ch) * 

o 

U ニア PCM (7.1ch ) 48k* 

o 

(HDMI のみ） 


U ニア PCM (7.1ch) 96k 

X 

Dolby Digital Plus 

X 

Dolby True HD 

X 

DTS-HD 

X 


* U ニア PCM は 、48 kHz 切下のヴンプ U ング周波 
数に巧応します。 


アンプ部 

実用最大出力（が同時出力、 JEITA*) 

フ □ ント部 100 W + 100W 、 

4 n 

センター部 **1 日 0W 、 4D 
サブウーファー部 130W 、 3Q 、 
100 Hz 

* J 曰 TA ( 電子情報技術産業協尝）による測定値で 
す。 

**サウンドフィールドの設定によっては出力びない 
場をびお 0 ます。 

入力端子（アナ □ グ） 

AUDIO 入力感度： 450 mV 

インピーダンス： 30 kQ 
入力端子（デジタル） 

TV 、 SAT/CATV 
光 

DVD 同軸 


ま音 



サブウーファー部 

形式 

サブウーファーシステム、 

バスレフ型 

使用 スピーカー 

80 mm コーン型 X 4 

本巧 

電源 AC 100V、 50/60 Hz 

消費電力 電気用品安全まによる表示： 

100 W 

スタンバイ状態のとき：日.3 WOT 
(本機と接続機器のあいだで HDMI 
信号の伝送び行われ、本機につない 
だテレビの電源びオン（入）のとを 
は、スタンバイ時の消費電力が増加 
します。） 

外形寸法（幅/高さ/奥行を） 

1,130 mm X 483 mm x 
452 mm 

(キヤスタートレイ設置時） 

質量 48 kg 

仕様および外観は、改良のため、予吉な<蜜要する 
ことびありますび、ご了承<ださい。 



省エネルギー 


• デジタルアンプ S-Master 搭 
載によりアンププ□ックの 
電力効率を8日％し U 上に改善。 
• オートオフ機能。 

• 待機時消費電力20%削減 
(2 日日9年度当社従来モデル 
比)。 
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索引 


あ行 

アンプメニュー32 
オートジャンルセレクター29 
オートスタンバイ機能36 
音声信号選お34 
宣声を遅らせる33 
宣量制限機能29 
言量調整 19. 21 

か行 

キスタートレイ11 

高言域調整33 

を巧 

サウンドフィールド24 
サブウーファーレベル調整33 
ス I 」 ープタイマー 3己 
接続 

衛星放送チューナー16 
ケープルテレビチューナー 
16 

デジタルメディアポートア 
ダプター17 
テレビ14 

光デジタル音声コード14、 
16 

プルーレイディスクレコー 

ダー14 

プレイステーション 217 
プレイステーション 314 
DVD プレーヤー 17 
DVD レコーダー 14 
VHS デッキ 17 
センターレベル調整 33 


た巧 

ダイナ S ックレンジ圧縮33 
低宣域調整33 

転倒防止の措置をする12 

な行 

ナイトモード34 
入力切換19、21 

は行 

表示窓の明るさ調節3日 
表示窓の設定35 
プラビア IJ ンク26 
プ□テクト表示39 
本機を設置する11 

S 巧 

U モつン 

操作する21 
電池を入れる10 


A-Z 

AUDIO DRC 33 
AUTOSTBY 36 
A/VSYNC 33 
BASS 33 
CNT LEVEL 33 
DIMMER 3 己 
DISPLAY 35 
DUAL MONO 34 
INPUT MODE 34 
NIGHT MODE 34 
SLEEP 35 
SWLEVEL 33 
TREBLE 33 
2 ケ国語放を 34 
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ブラビアリンクガイドページ 

ブラピアリンクの接続や対応機器などに関す 
る情報は、下記ホームページで確認でをます。 
http :// www . sony . jp / bravialink / 


ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 

■ ( i 巧巧設'如 

フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

携帯電話‘ PHS ’ 一部の IP 電話 

0466-31-251 1 

0466 -31-2 己31 


《巧巧説巧書‘ 1」モコン等の應入ネ目談は 


こちらへお問い合0せください。 


FAX (巧巧） 0120-333-389 



上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r306j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぎします。 


ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 
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